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ガ イ デ ィ ン グ シ ス テ ム の 違 い が 血 栓 回 収 術 の 治 療 成 績 に 及 ぼ す 影 響  1 

 2 

【 要 旨 】  3 

目 的  ガ イ デ ィ ン グ シ ス テ ム の 違 い が 、 stent に よ る 血 栓 回 収 術 の 治4 

療 成 績 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 す る こ と を 目 的 と し た 。  5 

対 象 と 方 法  2015 年 、 2016 年 に stent で 脳 血 栓 回 収 術 を 行 っ た 症 例 の6 

う ち 、 病 変 部 位 が 内 頚 動 脈  ( ICA ) も し く は 中 大 脳 動 脈 水 平 部  ( M7 

1 ) の 症 例 を 対 象 と し 、 Balloon Guide Catheter ( BGC ) 単 独 群 、 BGC +8 

 Distal Access ( Aspiration ) Catheter ( DAC ) 併 用 群 の 2 群 に 分 け 、 (1) 穿9 

刺 再 開 通 時 間 、 (2) pass 回 数 、 (3) 新 規 ・ 遠 位 塞 栓 の 割 合 、 (4) 完 全10 

再 開 通 の 割 合 を 比 較 し た 。  11 

結 果  対 象 は 17 例 、 BGC 群 6 例 /BGC + DAC 群 11 例 。 各 群 で (1) 80.0 分12 

 / 46.7 分  ( p = 0.03 ) 、 (2) 2.8 回  / 1.5 回  ( p = 0.03 ) 、 (3) 50 % / 0 % 13 

(p = 0.03) 、  (4) 66.7 % / 90.9 % ( p = 0.52 ) で あ っ た 。  14 

結 語  BGC + DAC 併 用 群 で 再 開 通 ま で の 時 間 が 短 く 、 pass 回 数 、 新15 

規 ・ 遠 位 塞 栓 が 少 な か っ た 。 BGC + DAC で 良 い 治 療 成 績 が 得 ら れ る16 

可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。  17 

 18 

  19 



【 緒 言 】  1 

 ア ル テ プ ラ ー ゼ 静 注 療 法 後 の 急 性 脳 主 幹 動 脈 閉 塞 症  ( Emergent Lar2 

ge Vessel Occlusion : ELVO ) へ の 血 栓 回 収 術 が 推 奨 さ れ る 時 代 と な っ た3 

。  4 

2015 年 に ア ッ プ デ ー ト さ れ た The 2013 Guidelines for the Early Managemen5 

t of Patients With Acute Ischemic Stroke Regarding Endovascular Treatment で は st6 

ent retriever を 使 用 す る に あ た り 、 cervical guide catheter 単 独 で は な く B7 

alloon Guide Catheter ( BGC ) も し く は Distal Access Catheter ( DAC ) を 使 用8 

す る こ と が 勧 め ら れ て い る 。  ( Class IIa; Level of Evidence C ) 。 最 も 高9 

い 再 開 通 率 を 実 現 し 、 病 変 部 以 外 へ の 新 規 ・ 遠 位 塞 栓 飛 散 リ ス ク が10 

最 も 低 い stent delivery system は 証 明 さ れ て お ら ず 将 来 的 に 研 究 さ れ る11 

べ き で あ る と 述 べ て い る 。 1)  12 

本 研 究 の 目 的 は 最 も 高 い 再 開 通 率 を 実 現 し 、 病 変 部 以 外 へ の 新 規13 

塞 栓 飛 散 リ ス ク が 最 も 低 い stent delivery system を 明 ら か に す る こ と に14 

あ る 。   15 

 16 

【 対 象 と 方 法 】  17 

2015 年 、 2016 年 に 当 院 で ELVO に 対 し 血 栓 回 収 術 を 行 っ た 症 例 の う18 

ち 、 閉 塞 部 位 が 内 頚 動 脈  ( ICA ) も し く は 中 大 脳 動 脈 水 平 部  ( M1 ) 19 

で stent retriever を 使 用 し た 症 例 を 対 象 と し て 解 析 し た 。 Inclusion criteria20 

に は 閉 塞 の 原 因  ( 心 原 性 ・ 動 脈 硬 化 性 ほ か  ) に よ る 基 準 を 設 け ず 、21 

あ ら ゆ る 閉 塞 の 原 因 を 対 象 症 例 に 含 め た 。 Stent delivery system と し て22 

、 BGC 単 独 で 治 療 を 行 っ た 群  ( BGC 単 独 群  ) と , BGC と DAC を 併 用23 

し て 治 療 し た 群  ( BGC + DAC 併 用 群  ) の 2 群 に 分 け た 。 ど ち ら の st24 



ent delivery system で 治 療 を 行 う か は 術 者  ( 専 門 医 A 、 B ）  の 裁 量 に1 

よ り 規 定 は な か っ た 。 そ れ ぞ れ の 群 に お い て 、 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で2 

の 時 間 、 病 変 の pass 回 数 、 Embolization to New / Distal Territory ( ENT / ED3 

T ) の 割 合 、 Thrombolysis In Cerebral Infarction ( TICI ) 3 の 割 合 に つ い て 比4 

較 検 討 し た 。 統 計 解 析 に つ い て は 、 t 検 定 ま た はFisherの 正 確 検 定 を5 

使 用 し た 。 p < 0.05 で 有 意 差 が あ る と 判 断 し た 。  6 

 7 

＜ 脳 血 栓 回 収 術 の 方 法 ＞  8 

 BGC 単 独 群 で は 、 microcatheter で 病 変 を 通 過 し た 後 、 stent retriever を9 

展 開 、 頚 部 内 頚 動 脈 で バ ル ー ン を inflation し て 用 手 的 に BGC に 陰 圧 を10 

か け た 状 態 で stent を 回 収 し た 。   11 

BGC + DAC 併 用 群 で は 、 DAC に は Penumbra 5MAX ACE ( Penumbra Inc.12 

、 Alameda 、 California 、 USA ) を 使 用 し た 。 到 達 可 能 な 範 囲 ま で Penu13 

mbra 5MAX ACE を 挿 入 後 、 直 ち に microcatheter で 病 変 を 通 過 し 、 stent re14 

triever を 展 開 し た 。 そ の 後 Penumbra を 血 栓 直 近 に 到 達 さ せ て か ら mi15 

crocatheter を 抜 去 し た 。 Penumbra に aspiration tube を つ け て MAX Pump ( Pe16 

numbra Inc. 、 Alameda 、 California 、 USA ) で 吸 引 し つ つ 、 Penumbra ご と17 

stent retriever を 抜 去 し た 。 こ の 際 、 BGC に も 用 手 的 に 陰 圧 を か け た 。18 

そ れ ぞ れ の 群 で の 血 栓 回 収 方 法 は Figure 1 に 示 し た 。  19 

 20 

【 結 果 】  21 

2015 年 1 月 か ら 2016 年 7 月 ま で に ICA 、 M1閉 塞 に 対 し 、 stent retrie22 

ver を 使 用 し た 血 栓 回 収 術 は 17 例 あ り 、 BGC 単 独 群 6 例 、 BGC + D23 

AC 併 用 群 11 例 で あ っ た 。 患 者 背 景 を Table 1 に 示 す 。 (1) 閉 塞 部 位24 



、 (2) 年 齢 、 (3) 性 別 に つ い て 両 群 で 明 ら か な 有 意 差 は 認 め な か っ1 

た  ( そ れ ぞ れ p = 0.16 、 p = 0.46 、 p = 1 ) 。 心 原 性 塞 栓 症 の 比 率 は BGC2 

単 独 群 、 BGC + DAC 併 用 群 の そ れ ぞ れ で 66.7 % 、 72.7 % で 有 意 差 が3 

な か っ た ( p = 1 ) 。  4 

 結 果 を Table 2 に 示 す 。 鼠 径 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 は BGC 単 独5 

群 で 80 分 で あ っ た の に 対 し 、 BGC + DAC 併 用 群 で 46.7 分 と 、 有 意 に6 

BGC + DAC 併 用 群 で 短 い 結 果 で あ っ た  ( p = 0.03 ) 。 再 開 通 ま で の 閉7 

塞 部 位 の pass 回 数 は BGC 単 独 群 で 2.8回 、 BGC + DAC 併 用 群 で 1.5回 と8 

BGC + DAC 併 用 群 で 有 意 に 少 な い 回 数 で 再 開 通 が 得 ら れ て い た  ( p 9 

= 0.03 ) 。 ま た 新 規 ・ 遠 位 領 域 へ の 塞 栓 の 合 併 症 も BGC + DAC 併 用 群10 

で 有 意 に 少 な い 結 果 と な っ た  ( p = 0.03 ) 。 TICI 3 達 成 率 は 両 群 の 有11 

意 差 は 認 め ら れ な か っ た  ( p = 0.52 ) 。  12 

 な お 、 BGC 単 独 群 と BGC + DAC 併 用 群 の 治 療 成 績 の 違 い が 、 術 者13 

の 技 量 の 違 い で な い こ と を 確 認 す る 目 的 で 、 両 群 に お け る 術 者 （ 専14 

門 医 A 、 B ） の 比 率 を 確 認 し た 。 術 者 A の 比 率 は BGC 単 独 群 ： BGC15 

 + DAC 併 用 群 そ れ ぞ れ で 50 % : 81.8 % ( p = 0.28 ) と 有 意 差 は な か っ た16 

。  17 

  18 

【 考 察 】  19 

前 方 循 環 の 急 性 脳 動 脈 閉 塞 症 に 対 す る 経 皮 的 脳 血 栓 回 収 術 の 有 効20 

性 が 証 明 さ れ 、 ガ イ ド ラ イ ン で 推 奨 さ れ た 。 Stent retriever を 病 変 に 到21 

達 さ せ る guide catheter は 、 バ ル ー ン な し の cervical guide catheter 単 独 よ り22 

、 BGC か DAC を 用 い る こ と が 推 奨 さ れ て い る 。 1) DAC を 使 用 し た c23 

ombined stent-aspiration technique は 2013 年 に Deshaies ら が 2 例 報 告 し 、 DAC24 



で stent の 良 好 な サ ポ ー ト が 得 ら れ る こ と 、 stent が 無 効 だ っ た 場 合 迅1 

速 に 吸 引 に 切 り 替 え ら れ る こ と 、 stent 直 近 で の 吸 引 に よ る 高 い 血 栓2 

回 収 効 果 が 得 ら れ る こ と な ど か ら 、 有 効 な 血 栓 回 収 の 一 手 段 で あ る3 

こ と を 報 告 し た 。 2) ど の delivery system で 最 も 再 開 通 率 が 高 く 、 ま た4 

新 規 塞 栓 症 の 発 生 率 を 最 も 低 く で き る か に つ い て は 、 こ れ ま で の と5 

こ ろ in vitro で の 研 究 報 告 が い く つ か 報 告 さ れ て い る 。 3)4) 今 回 は 当 施6 

設 に お け る 過 去 の 症 例 を 振 り 返 り 、 BGC 単 独 群 と BGC + DAC 併 用 群7 

の い ず れ で 良 好 な 治 療 成 績 が 得 ら れ て い る か を 確 認 し た 。 結 果 、 B8 

GC + DAC 併 用 群 で 穿 刺 ～ 再 開 通 ま で の 時 間 が 有 意 に 短 か っ た こ と が9 

分 か っ た  ( p = 0.03 ) 。 こ れ は BGC + DAC 併 用 群 で 病 変 の pass 回 数 が10 

少 な く 、 ま た ENT / EDT も 少 な い 結 果 だ っ た こ と が 影 響 し て い る と 考11 

え ら れ る 。 In vitro の 報 告 で あ る が simple な guide catheter 単 独 よ り 、 B12 

GC や combined stent-aspiration technique で ENT / EDTが 少 な い と い う 報 告13 

が あ る 。 3)BGC 単 独 で も 良 好 な 治 療 成 績 が 期 待 さ れ る が 、 今 回 我 々 の14 

成 績 で は BGC に DAC を 組 み 合 わ せ た 群 で よ り 治 療 成 績 が 良 好 で あ っ15 

た 。 Balloon で 順 行 性 血 流 を 遮 断 し つ つ 、 stent retriever + aspiration に よ16 

る 相 乗 効 果 で 多 量 の 血 栓 が 回 収 で き た た め と 考 え ら れ る 。  17 

 今 回 の 研 究 は 症 例 数 が 少 な く 治 療 成 績 の 妥 当 性 が 懸 念 さ れ る た め18 

、 過 去 の large volume center か ら の 報 告 と 比 較 す る 。 Humphries ら は 10519 

例 の stent retriever + aspiration に よ る 血 栓 回 収 の 報 告 を し て い る 。 こ れ20 

は 今 回 の 我 々 の BGC + DAC 併 用 群 と 類 似 の 手 法 で あ る 。 平 均 pass 回21 

数 は 2.3回 、 穿 刺 か ら 再 開 通 は 57.3 分 、 TICI3 43.8 % 、 他 領 域 へ の 塞 栓22 

が 5.7 % と い う 結 果 で あ っ た 。 5) 2016 年 に も stent retriever + aspiration の23 

報 告 が 2 報 告 あ っ た 。 6)7) 単 純 比 較 は で き な い が 、 当 院 の BGC + DAC24 



併 用 群 の 結 果 は 、 McTaggart ら の 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で の 時 間  (14 分 ) 1 

以 外 で は 、 こ れ ら の 報 告 と 同 程 度 の 成 績  ( Table 2 ) だ っ た 。  2 

 一 方 で BGC 単 独 群 に お け る 穿 刺 か ら 再 開 通 ま で の 時 間 は 今 回 803 

分 を 要 し て い る 。 こ れ は 昨 今 の 目 標 時 間 を 大 幅 に 超 え て い る 。 原 因4 

と し て 、 有 意 差 は 出 な か っ た も の の BGC 単 独 群 で 内 頚 動 脈 閉 塞 が 多5 

か っ た  ( 66.7 % ) こ と が 考 え ら れ る 。 血 栓 量 が 多 く 、 治 療 に 難 渋 し た6 

症 例 が 多 か っ た 可 能 性 が あ る 。 再 開 通 ま で の 時 間 に 有 意 差 を 生 じ た7 

一 方 、 TICI  3 の 割 合 は 2 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 今 回8 

の 研 究 に お い て は 、 BGC 単 独 群 で 再 開 通 ま で の 時 間 が か か り 、 病 変9 

pass 回 数 が 多 く 、 ENT も 多 か っ た が 、 最 終 的 に は BGC + DAC 併 用 群10 

と 同 程 度 に 完 全 再 開 通 さ せ ら れ た と い う 結 果 だ っ た 。  11 

本 研 究 の limitation と し て 単 一 施 設 の 後 方 視 的 研 究 で 、 少 数 例 の 検 討12 

で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 今 回 の 統 計 で は 患 者 背 景 に 有 意 差 が な か13 

っ た が 、 BGC 単 独 群 で ICA 閉 塞 の 割 合 が 多 い な ど 、 患 者 背 景 に 差 が14 

あ る 印 象 は 否 め な い 。 そ の た め 、 今 後 症 例 の 蓄 積 が 必 要 で あ る 。    15 

 16 

【 結 語 】   17 

BGC + DAC 併 用 群 で 有 意 に 再 開 通 ま で の 時 間 が 短 く 、 pass 回 数 、18 

ENT / EDTが 少 な か っ た 。 BGC + DAC 併 用 が 、 治 療 成 績 を 向 上 す る 可19 

能 性 が 示 唆 さ れ た 。 本 研 究 は 単 一 施 設 、 後 方 視 的 研 究 で あ る た め 症20 

例 の 更 な る 蓄 積 に よ る 研 究 と 転 帰 や 合 併 症 率 の 確 認 が 必 要 で あ る と21 

考 え ら れ る 。   22 
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【 利 益 相 反 開 示 】  24 



 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 開 示 す べ き 利 益 相 反 は な い 。  1 

 2 
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Figure 1 BGC 単 独 群  (BGC) 、 BGC + DAC 併 用 群  (BGC + DAC) 両 群 の 模1 

式 図 。 BGC + DAC 併 用 群 で は 中 間 カ テ ー テ ル を stent の 直 近 ま で 挿 入2 

し 、 中 間 カ テ ー テ ル か ら も 吸 引 す る 。  3 

Table 1 患 者 背 景  4 

Table 2 結 果   5 

 6 



T a b l e  1  

  B G C  B G C  +  D A C  p  

閉 塞 部 位 n ( % )  I C A  4 ( 6 6 . 7 )  3 ( 2 7 . 3 )  0 . 1 6  

M 1  2 ( 3 3 . 3 )  8 ( 7 2 . 7 )   

年 齢   6 9 . 0 ± 1 0 . 4  7 4 . 8 ± 1 6 . 8  0 . 4 6  

女 性 n ( % )   3 ( 5 0 )  6 ( 5 4 . 5 )  1  

 

B G C  =  B a l l o o n  G u i d e  C a t h e t e r  

D A C  =  D i s t a l  A c c e s s  ( A s p i r a t i o n )  C a t h e t e r  

I C A  =  I n t e r n a l  C a r o t i d  A r t e r y  

 



T a b l e  2    

  穿 刺 ～ 再 開 通 ( 分 )  P a s s 回 数  E N T  /  E D T ( % )  T I C I  3 ( ％ )  

B G C 単 独    8 0 . 0 ± 4 0 . 3  2 . 8 ± 1 . 8  5 0 %  6 6 . 7 %  

B G C  +  D A C    4 6 . 7 ± 1 6 . 8  1 . 5 ± 0 . 5  0 %  9 0 . 9 %  

p    0 . 0 3  0 . 0 3  0 . 0 3  0 . 5 2  

  

E N T  /  E D T = E m b o l i z a t i o n  t o  N e w  /  D i s t a l  T e r r i t o r y  

T I C I  =  T h r o m b o l y s i s  I n  C e r e b r a l  I n f a r c t i o n  

B G C  =  B a l l o o n  G u i d e  C a t h e t e r  

D A C  =  D i s t a l  A c c e s s  (  A s p i r a t i o n  )  C a t h e t e r  

 



Figure 
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